
二
〇
二
六
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
発
表
要
旨

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

期
日
　
十
一
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）・
十
六
日
（
月
）

会
場
　
京
都
産
業
大
学

　
　
　
〒
603
―

8555
　
京
都
府
京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

左
記
の
案
内
と
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
大
会
案
内
と
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

◆
参
加
の
手
続
き

・
参
加
の
申
込
と
参
加
費
・
懇
親
会
費
・
二
日
目
弁
当
代
の
支
払
は
、Peatix

ま
た
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
申
込
と
支
払
の
締
切
は
十
月
二
十
三
日
（
金
）
で
す
。Peatix

で
の
申
込
は
同
日
十
三
時
締
切
で
す
。

・
参
加
費
は
千
五
百
円
、
懇
親
会
費
は
一
般
七
千
円
（
大
学
院
生
・
学
部
生
三
千
五
百
円
）、
二
日
目
弁
当
代
は
千
五
百
円
で
す
。

　
　【Peatix

で
の
申
込
・
支
払
】

　
　
　
　
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://2026-autum

n.peatix.com
 

　
　【
郵
便
振
替
で
の
申
込
・
支
払
】

　
　
　
　
郵
便
局
備
付
の
振
替
用
紙
に
金
額
の
内
訳
と
参
加
日
を
明
記
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
振
替
番
号
・
加
入
者
名
　
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
日
本
近
世
文
学
会

◆
領
収
書
・
出
張
依
頼
状

・ 

学
会
印
の
入
っ
た
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。Peatix

を
ご
利
用
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可

能
で
す
。

・
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
氏
名
・
職
名
・
提
出
先
・
出
張
期
間
を
明
記
し
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



◆
大
会
当
日
に
つ
い
て

・
対
面
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
会
場
受
付
で
資
料
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
参
加
の
方
へ
の
資
料
集
の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
会
場
受
付
で
託
児
料
金
補
助
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・ 

大
会
二
日
目
（
十
一
月
十
五
日
）
日
曜
日
の
昼
食
に
弁
当
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
前
記
の
通
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
大
会
三
日
目
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

 

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表
　
盛
田
　
帝
子
（
京
都
産
業
大
学
）　
　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：conf@

kinseibungakukai.com

　
　

 

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
実
行
組
織
　
　
飯
倉
　
洋
一
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

 

加
藤
　
弓
枝
（
名
古
屋
大
学
）　
　
　

 

雲
岡
　
　
梓
（
京
都
産
業
大
学
）　
　

 

佐
藤
　
至
子
（
東
京
大
学
）　
　
　
　

 

浜
田
　
泰
彦
（
佛
教
大
学
）　
　
　
　

 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
福
田
　
安
典 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〒
112̶

 

8681
　
東
京
都
文
京
区
目
白
台
二
―
八
―
一
　
　
　
　

 

日
本
女
子
大
学
文
学
部
　
福
田
安
典
研
究
室
内

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：info@

kinseibungakukai.com

　
　



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
場
】
京
都
産
業
大
学  

天
地
館
三
階

【
行
事
】

第
一
日
　
十
一
月
十
四
日
（
土
）

委
員
会
（
一
一
・
五
〇
〜
一
三
・
一
〇
）　
委
員
会
会
場
　
Ｔ
三
〇
六
教
室

大
会
受
付
（
一
二
・
三
〇
）

開
会
（
一
三
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
三
・
四
〇
〜
一
四
・
五
〇
）　
研
究
発
表
会
会
場
　
Ｔ
三
〇
三
教
室

　
1
　
伊
丹
椿
園
『
怪
異
談
叢
』
の
検
討

―
近
世
に
お
け
る
怪
談
を
視
座
に

― 

大
阪
大
学
（
院
）　
加
藤
　
の
ん
　

　
2
　
曲
亭
馬
琴
・
柳
亭
種
彦
合
巻
に
お
け
る
同
一
プ
ロ
ッ
ト
の
反
復 

東
京
大
学
（
院
）　
杉
村
　
真
侑
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
五
・
〇
五
〜
一
七
・
四
〇
）　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
　
Ｔ
三
〇
三
教
室

「「
文
学
史
」
の
可
能
性

―
十
七
世
紀
を
端
緒
と
し
て

―
」

　
　
　
趣
旨
説
明 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　
京
都
産
業
大
学
　
盛
田
　
帝
子
　

　
一
、
混
沌
と
し
た
小
説 

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
中
嶋
　
　
隆
　

　
二
、
和
歌
史
の
近
世
前
期 

京
都
女
子
大
学
　
大
谷
　
俊
太
　

　
三
、
中
近
世
移
行
期
の
社
会
に
お
け
る
連
歌
俳
諧
史
の
動
態 

山
口
大
学
　
尾
崎
　
千
佳
　

　
四
、〈
そ
ら
ご
と
〉
の
時
代

―
十
七
世
紀
文
学
論
の
一
側
面
― 

九
州
大
学
　
川
平
　
敏
文
　

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
　
中
森
　
康
之
　

　
五
、
総
合
討
論 
司
会
　
　
　
　
　
　
大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
飯
倉
　
洋
一
　

懇
親
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）　
懇
親
会
会
場
　
天
地
館
一
階



第
二
日
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部
（
九
・
三
〇
〜
一
二
・
〇
五
）　
研
究
発
表
会
会
場
　
Ｔ
三
〇
三
教
室

　
3
　
一
人
称
代
名
詞
か
ら
見
る
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

―
犬
江
親
兵
衛
を
中
心
に

― 

京
都
大
学
（
非
）　
川
崎
　
蓉
子
　

　
4
　
鏑
木
清
方
と
山
東
京
伝

―
近
代
の
画
家
に
よ
る
京
伝
受
容
― 

神
戸
大
学
　
有
澤
　
知
世
　

　
5
　「
人
情
噺
」
の
成
立 

東
京
大
学
（
院
）・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
）　
菅
野
　
竣
介
　

　
6
　
故
三
馬
門
人
勝
亭
三
遊
作
『
滑
稽
花
の
縁
』
に
つ
い
て 

二
松
学
舎
大
学
　
吉
丸
　
雄
哉
　

昼
休
み
（
一
二
・
〇
五
〜
一
三
・
一
五
）

編
集
委
員
会
会
場
　
Ｔ
三
〇
五
教
室

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部
（
一
三
・
一
五
〜
一
六
・
二
五
）　
研
究
発
表
会
会
場
　
Ｔ
三
〇
三
教
室

　
7
　
最
初
期
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本

―
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
本
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
つ
い
て

―

 

熊
本
学
園
大
学
　
村
上
　
義
明
　

　
8
　『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
諸
本
に
お
け
る
板
木
分
割
所
有
の
痕
跡 

信
州
大
学
　
速
水
　
香
織
　

　
9
　『
浄
瑠
璃
物
語
』
考

―
中
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に

― 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
招
聘
研
究
員
　
深
谷
　
　
大
　

　
10
　
宝
暦
期
に
お
け
る
京
都
の
歌
舞
伎
に
関
す
る
考
察

―
本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
を
資
料
と
し
て

― 

奈
良
学
園
大
学
　
川
端
　
咲
子
　

　
11
　『
野
郎
ひ
な
か
た
』（
推
定
）
復
元
考

―
雛
形
と
野
郎
評
判
記
― 

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
　
廣
瀬
千
紗
子
　

閉
会
（
一
六
・
三
五
）

第
三
日
　
十
一
月
十
六
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
。



研
究
発
表
要
旨

伊
丹
椿
園
『
怪
異
談
叢
』
の
検
討

―
―
近
世
に
お
け
る
怪
談
を
視
座
に
―
―

大
阪
大
学
（
院
）　
加
　
藤
　
の
　
ん

伊
丹
椿
園
『
怪
異
談
叢
』（
安
永
一
〇
（
一
七
八
一
）
年
刊
）
は
、
五

巻
五
冊
か
ら
な
る
、
中
国
怪
談
の
翻
訳
集
で
あ
る
。
従
来
は
、
翻
訳
作
品

で
あ
る
が
故
に
独
創
性
に
欠
け
る
と
さ
れ
、
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
。

例
え
ば
、
本
作
で
は
、
各
話
に
『
宣
室
志
』
を
は
じ
め
と
す
る
原
話
の

出
典
が
明
記
さ
れ
、
翻
訳
作
品
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
類
書
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
に
も
見
出
さ
れ
、
原
話
よ
り
『
太
平

広
記
』を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
。
本
作
の
こ
の
よ
う
な
翻
訳
姿
勢
は
、

中
国
の
怪
談
を
受
容
す
る
過
程
に
お
い
て
『
太
平
広
記
』
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
言
え
る
。

一
方
で
、
本
作
は
版
元
の
意
向
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
い
う
点
も
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
題
辞
で
は
、
本
作
が
浪
華
の
書
肆
成
菌
堂
主
人
の
求

め
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
、
林
羅
山
『
怪
談
全
書
』
の
続
編
と
し
て
企
画
さ

れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
成
菌
堂
は
、『
怪
談
全
書
』
の
再
版
も
担
っ
た
書

肆
で
あ
り
、
本
作
の
出
版
に
は
版
元
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
・
大
坂
の
複
数
の
書
肆
が
出
版
・
売
出

に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
中
国
怪
談
翻
訳
集
に
対
す
る
一
定

の
需
要
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
、
収
録
作
品
と
原
話
と
の
関
係
、
お
よ

び
出
版
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
作
を
、
近
世
怪
談
史
の
中
に
改
め
て

位
置
づ
け
た
い
。

曲
亭
馬
琴
・
柳
亭
種
彦
合
巻
に
お
け
る
同
一
プ
ロ
ッ
ト
の

反
復

東
京
大
学
（
院
）　
杉
　
村
　
真
　
侑

合
巻
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
三
氏
に
よ
り
時
代
・
世
話
の
二
元

性
混
淆
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
合
巻
に
つ
い
て
」）
が
、
プ
ロ
ッ
ト
を
反

復
す
る
構
成
に
つ
い
て
の
分
析
は
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

曲
亭
馬
琴
作
の
合
巻
『
敵
か
た
き
う
ち討
身み

が

わ代
利り

名み
ょ
う
ご
う
号
』（
文
化
五
年
刊
）
で
は
〈
お

告
げ
の
的
中
〉、
同
『
行ゆ
き
ひ
ら平

鍋な
べ

須す

ま

の磨
酒さ
か
も
り宴

』（
文
化
九
年
刊
）
で
は
〈
偽
の

裏
切
り
〉、柳
亭
種
彦
作
の
合
巻
『
三む

虫し

拇け

戦ん

』（
文
政
二
年
刊
）
で
は
〈
道

理
に
反
し
た
殺
人
の
罪
滅
ぼ
し
〉、
同
『
浮う

き

よ世
一い
っ
き
ゅ
う休

廓く
る
わ

問も
ん
ど
う答

』（
文
政
五

年
刊
）
で
は
〈
身
替
り
の
死
〉
の
プ
ロ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
二
度
繰
り
返
さ

れ
る
。『
敵
討
身
代
利
名
号
』
で
は
二
つ
の
〈
お
告
げ
の
的
中
〉
が
独
立

し
て
語
ら
れ
る
が
、『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』『
三
虫
拇
戦
』『
浮
世
一
休
廓

問
答
』
で
は
プ
ロ
ッ
ト
同
士
が
因
果
関
係
で
結
び
付
く
形
式
へ
と
変
化
し

て
い
る
。



一
人
称
代
名
詞
の
観
点
か
ら
改
め
て
『
八
犬
伝
』
を
読
み
直
し
、
作
者
の

意
図
や
工
夫
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

『
八
犬
伝
』
全
体
で
の
用
例
数
は
、
前
半
は
「
ワ
ナ
ミ
」、
後
半
は
「
ワ

ク
ラ
」
が
多
く
、
八
犬
士
が
里
見
家
に
集
合
す
る
場
面
を
含
む
第
九
輯
下

帙
中
で
逆
転
し
て
い
る
。
そ
の
直
前
、
里
見
家
家
臣
の
犬
江
親
兵
衛
が
主

君
の
不
興
を
買
っ
て
一
時
的
に
里
見
家
を
離
れ
る
場
面
（
第
九
輯
下
帙
之

上
）
で
は
、
親
兵
衛
の
一
人
称
と
し
て
「
ワ
ナ
ミ
」
が
多
用
さ
れ
る
。
こ

れ
は
八
犬
士
の
集
結
を
前
に
し
て
、
先
に
家
臣
と
な
っ
た
親
兵
衛
を
、
あ

え
て
一
度
流
浪
の
身
、
す
な
わ
ち
「
ワ
ナ
ミ
」
を
用
い
る
べ
き
属
性
の
人

物
と
し
、
こ
の
時
点
で
ま
だ
浪
人
で
あ
る
他
の
犬
士
と
、
同
じ
立
場
に
置

く
意
味
が
あ
っ
た
と
い
え
、
結
果
と
し
て
「
ワ
ク
ラ
」
が
多
用
さ
れ
る
八

犬
士
集
結
後
と
の
対
比
が
明
確
に
な
る
。

馬
琴
は
、『
八
犬
伝
』
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
称
代
名
詞
に
意
味
・

属
性
を
持
た
せ
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
や
場
面
の

位
置
づ
け
を
よ
り
鮮
明
に
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
い
。

鏑
木
清
方
と
山
東
京
伝

―
―
近
代
の
画
家
に
よ
る
京
伝
受
容
―
―

神
戸
大
学
　
有
　
澤
　
知
　
世

山
東
京
伝
は
戯
作
界
参
入
以
前
、
浮
世
絵
師
と
し
て
北
尾
政
演
の
名
で

活
動
し
て
お
り
、
大
田
南
畝
『
菊
寿
草
』（
安
永
十
年
〈
一
七
八
一
〉
刊
）

中
尾
和
昇
氏
（『
馬
琴
読
本
の
様
式
』）
は
、
文
化
五
年
刊
の
馬
琴
読
本

『
括
く
く
り

頭ず

き

ん巾
縮ち
り
め
ん緬

紙か

み

こ子
』『
三さ
ん
し
ち七

全ぜ
ん
で
ん
な
ん
か
の
ゆ
め

伝
南
柯
夢
』
に
お
い
て
二
つ
の
〈
離
別
と

邂
逅
〉
が
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
二
つ
の
離
別
と
二
つ
の
邂
逅
が

そ
れ
ぞ
れ
緊
密
な
関
係
を
持
ち
、
そ
れ
ら
が
「
怨
霊
の
発
生
と
消
滅
」
と

い
う
主
題
に
密
接
に
関
わ
る
と
指
摘
す
る
。
馬
琴
は
、
文
化
期
の
読
本
に

お
い
て
、
同
時
期
の
合
巻
の
構
成
に
も
用
い
た
同
一
プ
ロ
ッ
ト
の
反
復

を
、
よ
り
複
雑
に
使
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
種
彦
は
『
浮
世
一

休
廓
問
答
』
で
山
東
京
伝
作
の
読
本
『
本
ほ
ん
ち
ょ
う
す
い

朝
酔
菩ぼ

だ

い提
全ぜ
ん
で
ん伝
』（
文
化
六
年
刊
）

を
典
拠
に
使
用
し
つ
つ
、〈
身
替
り
の
死
〉
の
反
復
を
取
り
入
れ
て
独
自

の
物
語
を
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
人
称
代
名
詞
か
ら
見
る
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

―
―
犬
江
親
兵
衛
を
中
心
に
―
―

 

京
都
大
学
（
非
）　
川
　
崎
　
蓉
　
子

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
は
、
特
徴
的
な
人
称
代
名
詞
が
散
見
す
る
。

各
論
と
し
て
、
二
編
の
拙
稿
「
馬
琴
の
作
品
に
見
ら
れ
る
自
称
「
ワ
ク

ラ
」」（『
国
語
国
文
』
第
九
四
巻
第
四
号
、
二
〇
二
五
年
四
月
）、「『
南

総
里
見
八
犬
伝
』
の
一
人
称
「
ワ
ナ
ミ
」」（『
武
蔵
野
文
学
』
七
三
号
、

二
〇
二
五
年
一
二
月
）
に
お
い
て
、
一
人
称
代
名
詞
「
ワ
ク
ラ
」
が
君
臣

関
係
で
、「
ワ
ナ
ミ
」
が
秩
序
や
上
下
関
係
が
曖
昧
な
状
況
下
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
。
本
発
表
で
は
、そ
れ
ら
の
総
論
と
し
て
、



「
人
情
噺
」
の
成
立

東
京
大
学
（
院
）・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
）　
菅
　
野
　
竣
　
介

江
戸
落
語
は
、
落
し
噺
（
滑
稽
噺
）
と
人
情
噺
に
大
別
さ
れ
る
。
本
発

表
で
は
「
人
情
噺
」
と
い
う
概
念
の
成
立
過
程
を
戯
作
や
随
筆
、
番
付
な

ど
の
記
述
か
ら
検
証
し
た
上
で
、
幕
末
期
に
お
け
る
「
人
情
噺
」
の
実
態

や
、「
人
情
噺
」
と
の
呼
称
が
浸
透
し
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
人
情
」
の
語
は
、
文
化
期
に
初
代
三
笑
亭
可
楽
や
初
代
朝
寝
房
夢
羅

久
の
芸
を
評
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
芸
は
人
間
の
様
々

な
生
活
感
情
を
穿
つ
滑
稽
性
を
旨
と
し
て
い
た
。
一
方
「
人
情
噺
」
の
語

が
見
ら
れ
る
の
は
、管
見
の
限
り
弘
化
期
以
降
で
あ
る
。
例
え
ば
番
付「
一

流
噺
の
大
世
世
」（
弘
化
四
年
刊
）
に
は
「
人
情
咄
　
春
風
柳
枝
」
と
あ

り
、系
図
『
落
語
家
奇
奴
部
類
』（
二
代
目
船
遊
亭
扇
橋
編
、弘
化
五
年
序
）

に
は
「
麗
々
亭
柳
橋
」
に
つ
い
て
「
人
情
咄
ヲ
好
ク
シ
」
と
あ
る
。

特
に
春
風
柳
枝
（
初
代
春
風
亭
柳
枝
）
は
長
編
の
「
色
談
」（
番
付
「〈
高

名
時
花
〉
三
福
対
」
嘉
永
三
年
刊
）
を
得
意
と
し
、『
み
の
吉
殺
し
』
で

は
聴
き
手
の
涙
を
誘
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
芸
の
特
色
は
、
素
噺
を
基
盤

と
し
つ
つ
も
、
声
色
や
身
振
り
と
い
っ
た
音
曲
噺
・
芝
居
噺
の
要
素
を
効

果
的
に
用
い
、
登
場
人
物
の
情
態
の
描
写
に
徹
し
た
点
に
あ
る
。

最
幕
末
に
「
人
情
噺
」
の
呼
称
が
普
及
し
た
背
景
に
は
、
天
保
期
以
降

の
人
情
本
の
流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
只
誠
埃
録
』
巻
五
十
八
に
は
、
天

保
十
一
年
に
為
永
春
水
が
寄
席
出
演
を
し
た
際
「
人
情
咄
」
を
謳
っ
た
こ

「
絵
師
之
部
」
に
お
い
て
、
北
尾
重
政
、
鳥
居
清
長
に
次
ぐ
高
評
価
を
得

て
い
る
。
鈴
木
重
三
「
京
伝
と
絵
画
」（『
絵
本
と
浮
世
絵
』
美
術
出
版
社
、

一
九
七
九
年
）
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
方
面
に
わ
た
る
彼
の
営
為
を

理
解
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
を
支
え
た
画
業
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
日
本
画
家
・
鏑
木
清
方
（
明
治
十
一
―
昭
和
四
十
七
年

〈
一
八
七
八
―
一
九
七
二
〉）
の
随
筆
・
絵
画
・
旧
蔵
書
に
注
目
し
、
近
代

の
画
家
に
よ
る
政
演
の
画
業
へ
の
評
価
と
、
京
伝
像
の
構
築
に
迫
る
。

清
方
は
、
随
筆
「
夜
蕾
亭
雑
記
（
五
）」（『
続
こ
し
か
た
の
記
』
中
央

公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
）
で
政
演
の
画
業
を
評
価
し
、
当
世
風
俗

を
描
く
『
四
季
交
加
』
を
特
筆
し
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、『
四
季
交
加
』

が
、
江
戸
の
名
残
を
留
め
る
明
治
初
期
の
東
京
風
俗
を
描
く
清
方
に
と
っ

て
関
心
を
同
じ
く
す
る
題
材
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
浮
世
絵
研
究

に
お
い
て
安
永
〜
寛
政
頃
の
作
風
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
（
村
瀬
可
奈
「
江

戸
を
振
り
返
る
こ
と
」（『
美
人
画
の
時
代
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、

二
〇
一
九
年
）
と
関
連
す
る
。
ま
た
清
方
は
、
第
一
回
文
展
（
昭
和
十
二

年
〈
一
九
三
五
〉）
の
為
に
京
伝
の
肖
像
画
を
描
い
て
お
り
（
未
出
展
）、

小
下
絵
が
鎌
倉
市
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
に
現
存
す
る
。
本
発
表
で
は
、

清
方
が
制
作
に
あ
た
り
先
行
の
京
伝
肖
像
画
を
参
照
し
た
こ
と
に
加
え
、

清
方
の
旧
蔵
書
や
随
筆
類
に
よ
り
、
黄
表
紙
等
か
ら
も
影
響
を
う
け
京
伝

像
を
構
築
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
京
伝
の
再
評
価
に
つ
な
げ
た

い
。



お
花
半
七
が
登
場
す
る
が
作
品
の
な
か
で
二
人
の
や
り
と
り
は
少
な
い
。

凡
例
で
三
馬
の
よ
う
に
音
声
表
記
の
注
意
を
述
べ
、
俗
語
の
使
用
を
明
言

し
て
お
り
、
そ
こ
が
三
馬
門
人
を
称
し
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
三
馬
没

後
七
年
経
っ
て
も
滑
稽
本
に
お
け
る
三
馬
の
盛
名
と
影
響
力
の
強
さ
が
う

か
が
わ
れ
る
。

最
初
期
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本

―
―
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
本
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に

つ
い
て
―
―

熊
本
学
園
大
学
　
村
　
上
　
義
　
明

九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
本
『
和
漢

朗
詠
集
』（
大
本
・
二
巻
二
冊
、
以
下
「
春
日
文
庫
本
」）
の
上
・
下
双
方

の
巻
末
に
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
年
記
が
墨
書
さ
れ
、
ま
た

「
宗
助
」
の
印
章
が
確
認
で
き
る
。

近
世
期
に
版
行
さ
れ
た
膨
大
な
『
和
漢
朗
詠
集
』（
以
下
「
朗
詠
集
」）

の
版
種
に
つ
い
て
は
、鈴
木
健
一
氏
や
藏
中
し
の
ぶ
氏
の
論
考
を
は
じ
め
、

青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
『
和
漢
朗
詠
集
の
版
種
』
お
よ
び
『
明
星
大
学
人

文
学
部
日
本
文
化
学
科
所
蔵 

古
典
籍
目
録
』
に
よ
っ
て
、
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
最
古
の
朗
詠
集
版
本
は
、
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
で
あ
り
、
整
版
本
の
登
場
は
寛

永
五
年
（
一
六
二
八
）
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
期
の
「
人
情
噺
」
に
は
男
女
間
の
情

愛
を
濃
厚
に
描
く
点
や
、
劇
的
な
展
開
に
よ
り
観
客
の
感
情
に
訴
え
る
点

な
ど
、「
泣
本
」
と
も
称
さ
れ
た
人
情
本
と
共
通
す
る
要
素
が
窺
え
る
。

故
三
馬
門
人
勝
亭
三
遊
作
『
滑
稽
花
の
縁
』
に
つ
い
て

二
松
学
舎
大
学
　
吉
　
丸
　
雄
　
哉

勝
亭
三
遊
作
『
滑
稽
花
の
縁
』（
中
本
、
二
巻
二
冊
、
文
政
十
二
年
刊
、

河
村
儀
右
衛
門
・
柴
屋
文
七
版
）
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
未
登
録
の
本

で
、
管
見
の
限
り
大
阪
公
立
大
学
𠮷
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
上
冊
と
架
蔵

の
下
冊
の
み
が
存
在
す
る
。
勝
亭
三
遊
は
故
三
馬
門
人
を
名
乗
る
が
、
式

亭
三
馬
と
の
交
流
の
記
録
は
な
く
、
門
人
は
自
称
だ
と
思
わ
れ
る
。
平

出
鏗
二
郎
「
戯
作
者
著
述
書
目
」（
明
治
三
十
一
）
に
、
勝
亭
三
遊
が

『
花マ

マ
ノ
宴
』
を
著
し
た
ほ
か
、
五
作
品
の
挿
絵
を
担
当
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。

本
作
は
、
序
文
に
「
泣
本
の
当
世
を
廃
」
す
と
記
す
よ
う
に
、
人
情
本

隆
盛
下
に
お
け
る
滑
稽
回
帰
を
目
指
し
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
傾
向
は
為

永
春
水
作『
稽
古
三
弦
』（
文
政
九
年
刊
）な
ど
同
時
期
に
散
見
す
る
。半
七
・

愚
庵
・
嘉
兵
衛
の
三
人
が
鎌
倉
時
代
に
仮
託
さ
れ
た
隅
田
川
東
岸
地
域
を

巡
る
内
容
で
、
場
所
を
固
定
し
た
三
馬
の
滑
稽
本
よ
り
も
、
十
返
舎
一
九

作
の
江
戸
近
郊
を
巡
る
滑
稽
本
に
近
い
が
、
こ
れ
は
鈴
木
圭
一
が
指
摘
す

る
よ
う
に
文
政
期
滑
稽
本
の
特
徴
で
あ
る
（『
中
本
研
究
』
二
〇
一
七
）。



年
本
で
は
初
印
の
状
態
に
戻
る
と
い
っ
た
、
先
後
関
係
の
混
乱
す
る
箇
所

が
複
数
存
在
し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
の
背
景
に
、
初
印
刊
行
時
に
お
い
て

京
都
・
大
坂
に
拠
点
を
置
く
複
数
軒
の
板
元
に
分
割
所
有
さ
れ
て
い
た
同

書
の
板
株
の
移
動
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
特
に
修
訂
箇
所
の
逆
転
に

つ
い
て
は
、
板
株
（
板
木
）
と
共
に
初
印
の
残
部
が
移
動
し
、
新
た
に
製

本
さ
れ
た
本
に
混
入
し
た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

板
木
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
永
井
一
彰
氏
、
金
子
貴
昭
氏
ら
に
よ
る
精

緻
な
調
査
が
進
み
、
板
木
そ
の
も
の
と
実
際
に
印
行
さ
れ
た
板
本
と
の
関

係
や
出
版
の
経
緯
、
さ
ら
に
は
近
世
出
版
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
を
視
野
に

入
れ
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、『
伊

勢
参
宮
名
所
図
会
』
の
調
査
か
ら
把
握
し
た
各
本
の
状
態
か
ら
窺
わ
れ
る

板
株
の
分
割
状
況
と
移
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

『
浄
瑠
璃
物
語
』
考
　

―
―
中
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
―
―

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
招
聘
研
究
員
　
深
　
谷
　
　
　
大

『
浄
瑠
璃
物
語
』
は
浄
瑠
璃
（
節
）
の
濫
觴
と
さ
れ
る
物
語
で
、
十
五

世
紀
以
来
、
語
り
物
と
し
て
語
ら
れ
、
操
り
浄
瑠
璃
と
し
て
演
じ
ら
れ
る

一
方
、
物
語
と
し
て
読
ま
れ
、
絵
を
伴
っ
て
多
角
的
に
享
受
さ
れ
て
き
た
。

『
浄
瑠
璃
物
語
』
の
諸
本
は
、
物
語
の
基
本
的
な
筋
は
同
じ
で
、
本
文

無
刊
記
本
で
あ
る
春
日
文
庫
本
は
、
か
つ
て
土
井
忠
生
氏
や
川
瀬
一
馬

氏
に
よ
っ
て
少
し
く
触
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
の
朗
詠
集
版
本
と
し

て
一
部
に
は
認
知
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
無
刊
記
本

な
が
ら
元
和
十
年
（
一
六
二
四
）
の
識
語
を
有
す
る
佐
々
木
孝
浩
氏
蔵
本

を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
と
の
比
較
を
行
い
、
春
日
文
庫
本
の
最
初
期
の
朗

詠
集
版
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
印
記
の

「
宗
助
」
や
、
近
世
初
期
の
朗
詠
集
の
受
容
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
諸
本
に
お
け
る
板
木
分
割
所
有
の

痕
跡

信
州
大
学
　
速
　
水
　
香
　
織

寛
政
九
年
刊
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
蔀
関
月
編
、
大
本
五
巻
六
冊
、

附
録
二
冊
）
は
、
板
株
の
移
動
と
板
木
修
訂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
寛
政

十
一
年
本
、
享
和
二
年
本
、
文
化
十
三
年
本
、
さ
ら
に
そ
の
後
修
本
、
そ

し
て
嘉
永
二
年
本
と
、
数
度
に
亘
り
印
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
諸
本
の
う
ち
、
文
化
十
三
年
河
内
屋
太
助
修
訂
本
に
は
、
巻
四
・

五
に
丁
全
体
を
覆
刻
し
た
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
の
覆
刻
丁
は
、
同
本
以
外

に
は
用
い
ら
れ
た
形
跡
が
な
く
、
前
後
の
諸
本
で
は
、
初
印
と
同
一
の
板

木
が
引
き
続
き
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
十
一
・
享
和
二
・
文
化

十
三
年
各
本
の
間
に
は
、
寛
政
十
一
年
本
で
修
訂
さ
れ
た
箇
所
が
享
和
二



宝
暦
期
に
お
け
る
京
都
の
歌
舞
伎
に
関
す
る
考
察

―
―
本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』
を
資
料
と
し
て
―
―

奈
良
学
園
大
学
　
川
　
端
　
咲
　
子

宝
暦
二
年
三
月
か
ら
宝
暦
七
年
十
月
ま
で
、
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
本

居
宣
長
の
『
在
京
日
記
』 

は
、
宝
暦
期
の
京
都
の
様
々
な
情
報
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
芸
能
関
連
記
事
は
、
当

時
の
京
都
の
劇
界
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
『
在
京
日
記
』
の

芸
能
記
事
は
、
す
で
に
『
義
太
夫
年
表
』
や
「
歌
舞
伎
年
表
補
訂
考
証
」

で
、上
演
記
録
の
傍
証
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
在
京
日
記
』

の
芸
能
記
事
を
中
心
に
し
て
考
察
し
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
の
歌
舞
伎
界
は
、
宝
暦
を
遡
る
享
保
ご
ろ
か
ら
低
迷

を
続
け
て
い
た
。
そ
の
中
で
、宝
暦
六
年
（
前
年
十
一
月
の
顔
見
世
以
降
）

と
宝
暦
七
年
は
、
そ
れ
ま
で
の
低
迷
を
払
拭
す
る
よ
う
な
繁
昌
を
み
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
役
者
評
判
記
か
ら
窺
え
る
の
だ
が
、
そ
の
現
象
を

『
在
京
日
記
』
の
記
事
で
よ
り
具
体
的
に
裏
付
け
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、『
在
京
日
記
』
の
芸
能
記
事
の
中
に
は
、
宣
長
が
伝
聞
し
た

こ
と
を
書
き
付
け
て
い
る
所
も
少
な
く
な
い
が
、こ
の
伝
聞
記
事
か
ら
は
、

役
者
評
判
記
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
事
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
宝
暦
六
年
初
狂
言
・
二
の
替
り
狂
言
に
関
す
る
記
事
か
ら
は
、
狂
言

を
作
る
過
程
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
様
相
が
浮
か
び
上
が
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
あ
ら
た
め
て
『
在
京
日
記
』
芸
能
記
事
を
読

の
系
統
立
て
は
可
能
で
あ
る
が
、
各
本
が
異
な
る
構
成
や
設
定
を
持
つ
点

に
特
徴
が
あ
る
。
第
一
部
「
申
し
子
」、
第
二
部
「
矢
作
」、
第
三
部
「
吹

上
」、
第
四
部
「
浄
瑠
璃
姫
の
最
期
」
か
ら
成
る
が
、
信
多
純
一
が
原
態

と
す
る
、
四
部
全
て
の
諸
本
内
容
を
含
み
込
む
本
は
山
崎
美
成
旧
蔵
写
本

（
所
在
不
明
）
の
み
で
あ
り
（『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
の
研
究
』）、
室
木
弥
太

郎
が
古
態
と
す
る
大
鳥
神
社
所
蔵
絵
巻
は
第
一
部
と
第
二
部
（『
中
世
近

世
　
日
本
芸
能
史
の
研
究
』）、
横
山
重
が
原
形
を
み
る
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
所
蔵
絵
巻
は
第
一
・
二
・
三
部
（『
室
町
時
代
物
語
』）、
岩
佐
又
兵
衛

工
房
制
作
の
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
絵
巻
は
第
二
・
三
・
四
部
と
、
諸
本
で

構
成
が
異
な
る
。

右
の
現
状
の
中
、
四
部
門
全
て
を
持
つ
新
た
な
伝
本
が
出
現
し
た
。
中

京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
特
大
型
奈
良
絵
本
で
、
本
の
体
裁
、
絵
や
本
文
の

有
り
様
か
ら
、
天
正
後
半
か
ら
文
禄
・
慶
長
頃
の
成
立
で
、
寛
永
ま
で
は

下
ら
な
い
古
い
伝
本
で
あ
る
。
語
り
物
で
、
第
四
部
最
終
の
牛
若
の
仇
討

ち
（
山
崎
本
は
文
殊
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
は
姫
の
母
）
が
な
く
、
牛
若
と
母
の
、

姫
へ
の
弔
い
で
終
わ
る
な
ど
、
設
定
や
構
成
要
素
に
違
い
が
あ
る
。
全
体

と
し
て
、
本
文
に
視
覚
的
表
現
が
少
な
く
、
姫
、
母
、
牛
若
の
幸
せ
な
世

界
が
展
開
さ
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
第
一
部
と
対
を
な
す
第
四
部
を
中
心
に
、
中
京
本
の
本

文
内
容
が
古
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。



貞
享
・
元
禄
期
の
評
判
記
は
容
色
評
か
ら
演
技
評
へ
と
推
移
す
る
。
元

禄
四
年
刊
『
蓑
張
草
』
の
役
者
十
四
名
は
『
と
し
の
花
』
と
共
通
。
同
六

年
刊
『
雨
夜
三
盃
機
嫌
』、
同
『
風
流
醴
』
の
図
様
も
同
工
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
貞
享
四
年
刊
、
吉
田
半
兵
衛
画
『
女
用
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
・
四
を

参
照
す
れ
ば
、
雛
形
と
野
郎
評
判
記
は
隣
接
し
つ
つ
重
な
る
が
、
書
籍
目

録
の
部
類
は
「
雛
形
並
絵
本
」「
好
色
並
楽
事
」
の
別
に
な
る
。
評
判
記

は
絵
本
で
も
あ
り
得
た
が
、
こ
の
後
、
判
型
は
横
本
と
な
り
演
技
評
が
中

心
と
な
る
。『
と
し
の
花
』
は
そ
の
分
岐
点
に
あ
り
、
元
禄
期
の
書
籍
目

録
に
見
え
る
『
野
郎
ひ
な
か
た
』
二
冊
が
そ
の
原
本
か
と
推
定
す
る
。

む
こ
と
に
よ
り
、
宝
暦
期
の
京
都
の
歌
舞
伎
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
宣
長
が
誰
か
ら
情
報
を
手
に
入
れ
て
い
た
の
か
を
考
察

す
る
手
が
か
り
と
し
て
、『
在
京
日
記
』
の
表
現
が
役
者
評
判
記
の
表
現

と
近
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。

『
野
郎
ひ
な
か
た
』（
推
定
）
復
元
考

―
―
雛
形
と
野
郎
評
判
記
―
―

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
　
廣
　
瀬
　
千
紗
子

元
禄
四
年
五
月
序
『
と
し
の
花
』（
稀
書
複
製
会
本
。
半
紙
本
一
冊
。

無
刊
記
。
後
補
題
簽
）（
①
）
は
底
本
所
在
不
明
。
異
本
に
水
谷
不
倒
旧

蔵
本
。『
稀
書
解
説
』
第
三
編
は
本
書
を
「
時
代
風
俗
に
適
応
し
た
る
模

様
画
に
、
人
気
役
者
の
繍
像
を
配
し
て
衆
目
を
歓
ば
し
む
る
」「
衣
裳
模

様
の
標
本
」
と
し
、
画
工
は
吉
田
半
兵
衛
と
推
定
。
見
開
き
十
六
丁
に

十
六
名
の
京
坂
の
役
者
と
、
そ
の
衣
裳
の
雛
形
を
対
で
収
め
る
が
、
完
本

で
は
な
い
。
同
工
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン『
野

老
役
者
』（
外
題
墨
書
・
原
本
未
見
）（
②
）
は
落
丁
・
乱
丁
の
あ
る
二
冊

本
。
上
巻
に
役
者
二
五
名
、
下
巻
に
序
・
役
者
の
衣
裳
を
収
載
。
①
②
の

関
係
は
二
〇
二
二
年
に
拙
稿
「
元
禄
期
雛
形
本
『
野
老
役
者
』
考
―
『
と

し
の
花
』
へ
の
変
貌
」
で
②
↓
①
へ
の
改
装
と
考
証
し
た
が
、
先
年
『
と

し
の
花
』
に
未
収
の
役
者
九
名
を
載
せ
る
端
本
（
③
）
が
新
出
。
原
本
の

復
元
が
可
能
と
な
り
、
右
の
考
証
を
①
↓
②
へ
の
改
装
と
訂
正
す
る
。



例
に
基
づ
い
て
い
る
が
、各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
提
言
は
普
遍
的
な
「
文
学
史
」

の
問
題
に
関
わ
る
。
十
七
世
紀
「
文
学
史
」
の
提
言
を
端
緒
と
し
て
、
フ

ロ
ア
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
十
八
・
十
九
世
紀
の
文
学
研
究
者
の
方
々
も
ぜ
ひ

議
論
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

混
沌
と
し
た
小
説

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
中
　
嶋
　
　
　
隆

混
沌
と
し
た
散
文
か
ら
浮
き
上
が
る
十
七
世
紀
の
小
説
様
式
に
つ
い
て

述
べ
る
。
十
七
世
紀
前
半
は
、文
化
を
組
紐
に
譬
え
る
な
ら
、出
版
メ
デ
ィ

ア
の
紡
ぐ
糸
が
徐
々
に
太
く
な
り
、
い
わ
ば
時
代
色
と
な
っ
た
時
期
で
あ

る
。そ
こ
か
ら
①「
知
」の
均
質
化
、②
堂
上（
と
う
し
ょ
う
）／
地
下（
じ
げ
）

の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
変
質
と
い
う
文
化
現
象
が
生
じ
た
。
中
世
以
前
に
は

堂
上
文
化
が
独
占
し
た
物
語
や
和
歌
が
、
出
版
物
を
介
し
て
地
下
層
の
憧

憬
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
方
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
が
た
い
、
雑
多
な

様
式
が
複
綜
し
た
散
文
が
流
通
し
た
。「
仮
名
草
子
」
と
い
う
概
念
が
き

わ
め
て
曖
昧
な
の
は
、そ
の
せ
い
で
あ
る
。『
好
色
一
代
男
』登
場
以
降
は
、

小
説
様
式
が
定
着
し
た
か
に
見
え
る
が
、
西
鶴
作
品
と
て
、
混
沌
と
し
た

散
文
か
ら
起
ち
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
出
自
を
も
つ
。
本
報
告
で
は
、
様

式
の
複
綜
し
た
散
文
・
韻
文
の
例
と
し
て
『
傾
城
百
人
一
首
』
を
と
り
あ

げ
た
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

「
文
学
史
」
の
可
能
性

    

―
―
十
七
世
紀
を
端
緒
と
し
て
―
―

「
文
学
史
」
と
ひ
と
く
ち
に
言
っ
て
も
、
簡
単
に
説
明
が
つ
く
も
の
で

は
な
い
。「
文
学
史
」
に
は
、
記
述
者
個
人
の
「
文
学
史
」
観
が
反
映
さ

れ
る
。「
文
学
史
」
を
「
和
歌
史
」「
俳
諧
史
」「
小
説
史
」「
学
芸
史
」
な

ど
と
置
き
換
え
て
も
同
様
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
十
七
世
紀

を
中
心
に
洞
察
を
重
ね
「
文
学
史
」
を
構
想
し
続
け
て
き
た
パ
ネ
リ
ス
ト

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
文
学
史
」
観
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
議
論
を
深

め
て
み
た
い
。

た
だ
し
、「
文
学
」
と
は
何
か
、「
文
学
」
の
指
す
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
、

ま
た
近
世
文
学
通
史
を
ど
う
構
想
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
議
論

の
中
心
と
は
し
な
い
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
各
自
の
「
文
学
史
」
観
に
基

づ
い
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
、「
文
学
史
」
を
意
識

し
た
提
言
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
そ
こ
か
ら
個
別

の
事
例
を
超
え
て
普
遍
的
な
意
味
で
の
「
文
学
史
」
の
可
能
性
を
拓
く
議

論
に
繋
げ
た
い
。

は
じ
め
に
、
十
七
世
紀
を
中
心
に
、
小
説
史
・
和
歌
史
・
俳
諧
史
・
学

芸
史
に
つ
い
て
構
想
さ
れ
て
き
た
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
提
言
を
し
て
い

た
だ
き
、
次
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
総
合
討
論
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
具
体
的
な
事



行
期
に
お
け
る
連
歌
俳
諧
史
の
実
相
究
明
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
重
要
で

あ
ろ
う
。
本
発
表
で
は
、
里
村
家
連
歌
師
の
諸
活
動
を
参
照
す
る
こ
と
で

連
歌
師
宗
因
に
お
け
る
俳
諧
兼
業
の
意
味
を
明
確
化
し
、
作
者
を
社
会
的

存
在
と
見
る
視
点
を
導
入
し
た
文
学
史
研
究
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

〈
そ
ら
ご
と
〉
の
時
代

    

―
―
十
七
世
紀
文
学
論
の
一
側
面
―
―

九
州
大
学
　
川
　
平
　
敏
　
文

十
七
世
紀
の
和
歌
や
俳
諧
な
ど
で
、〈
ま
こ
と
〉
の
理
念
が
追
求
さ
れ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
時
代
は
、〈
そ
ら

ご
と
〉
を
肯
定
す
る
理
念
も
発
達
し
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
『
伊

勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
は
古
来
、〈
虚
・
実
〉
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、

十
七
世
紀
に
な
る
と
、〈
実
〉
の
部
分
に
さ
ほ
ど
重
き
を
置
か
な
い
注
釈

書
が
現
れ
始
め
る
。
こ
れ
は
談
林
俳
諧
の
岡
西
惟
中
が
、「
掻
い
て
回
る

ほ
ど
の
偽
を
言
ひ
続
く
る
を
、
こ
の
道
の
骨
子
と
思
ふ
べ
し
」（『
俳
諧
蒙

求
』）
と
言
っ
た
こ
と
と
も
連
動
し
て
い
よ
う
。
俳
諧
は
そ
の
後
、
蕉
門

俳
論
の
な
か
で
〈
ま
こ
と
〉
説
へ
と
移
行
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、〈
そ

ら
ご
と
〉
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
物
語
に
お
け
る
〈
そ
ら

ご
と
〉
の
評
価
も
、
古
典
注
釈
史
に
お
い
て
定
着
し
て
い
く
。

和
歌
史
の
近
世
前
期

 

京
都
女
子
大
学
　
大
　
谷
　
俊
　
太

和
歌
に
は
道
理
と
余
情
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。
余
情
が
後
退
し

道
理
が
目
立
つ
の
が
近
世
で
あ
る
と
感
じ
た
。
あ
る
い
は
和
歌
の
本
意
と

趣
向
と
い
う
要
素
で
言
え
ば
、
本
意
を
趣
向
で
以
て
如
何
に
表
現
す
る
か

が
和
歌
で
あ
る
。
趣
向
が
よ
り
複
雑
に
な
る
か
、
本
意
の
外
部
に
は
み
出

し
て
行
く
の
が
近
世
か
。
ま
た
、
近
世
に
於
い
て
も
和
歌
は
み
や
び
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
み
や
び
と
は
教
養
と
機
転
で
あ
り
、
そ
の
機
転
の
意
外
性

は
得
て
し
て
本
意
の
外
部
に
飛
び
出
さ
な
い
か
。
上
記
の
事
柄
に
他
分
野

と
の
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
教
え
を
乞
い
た
い
。

中
近
世
移
行
期
の
社
会
に
お
け
る
連
歌
俳
諧
史
の
動
態

山
口
大
学
　
尾
　
崎
　
千
　
佳

島
津
忠
夫
「
連
歌
と
俳
諧
と
―
紹
巴
以
後
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
国

語
国
文
』
一
九
六
五
年
三
月
）
は
、
十
七
世
紀
を
連
歌
と
俳
諧
の
併
存
し

た
時
代
と
し
て
捉
え
、
西
山
宗
因
の
連
歌
に
蕉
門
俳
諧
の
先
駆
的
性
格
を

認
め
て
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
、
宗
因
を
連
歌
俳
諧
史
上
に
位
置
づ
け

る
た
め
に
必
要
な
比
較
の
対
象
は
、
蕉
門
で
は
な
く
、
同
時
代
の
連
歌
師
・

俳
諧
師
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
期
に
権
力
と
密
着
し
て
獲
得
し
た
地
位
と
家

門
を
徳
川
政
権
の
終
焉
ま
で
保
ち
続
け
た
里
村
家
の
存
在
は
、
中
近
世
移



会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

JR京都駅（地下鉄京都駅）・阪急烏丸駅（地下鉄四条駅）からのアクセス

　・地下鉄「京都」駅（地下鉄「四条」駅）乗車→「国際会館」駅下車
　　→京都バス（40系統）で「京都産業大学前」下車

　・地下鉄「京都」駅（地下鉄「四条」駅）乗車→「北大路」駅下車
　　→市バス（北 3号系統）または京都バスで「京都産大前」下車

　アクセスの詳細および地下鉄・バスの時刻表は、
https://www.kyoto-su.ac.jp/access/を参照してください。



学
内
お
よ
び
主
要
バ
ス
乗
り
場



学
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